
【新渡戸文化学園×Ｚ会グループ】
社会課題やSDGsを活用した
探究活動と受験勉強を両立できる教材の開発実証
―社会課題やSDGsと教科横断的接続と教科教育のエッセンシャルミニマム化

株式会社Ｚ会
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本事業の背景と目的―背景・問題意識

（認知型の）受験に合格する←入試問題が解ける←教科書内容を理解する
という従来の高校の学びのモデル・目的

教科学習（「知る」）とクロスカリキュラム（「創る」）がシームレス につながる、
新渡戸文化学園モデルの創出

探究（「創る」）⇔学習指導要領内容のエッセンシャルミニマムの理解（「知る」）
の循環という「未来の教室」の高校の学びのモデル・目的

結果的に、非認知スキル（特に、伝える力・創る力）を育み、
現在増えている、「総合型選抜」の入試にも対応。
一般選抜型の入試を志望する生徒はプロジェクトとして取り組む。

「知る」を効率化・最適化し、「創る」（クロスカリキュラム）にどっぷり取り組んだ、
チェンジ・メイカー、自律型学習者/HAPPINESS CREATORの育成・輩出 へ
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本事業の背景と目的―目的

高校理科/社会のエッセンシャルミニマムな教材＆課題の開発により
「『創る』ために『知る』」の最適化を実証

新渡戸文化学園の課題設定
・クロスカリキュラム（「創る/伝える」）など
を通じて、
自律型学習者/HAPPINESS CREATOR
を育てたい。
・現状、「知る」内容が多すぎる。
→学習指導要領を超えた、
「受験」のための内容を含む

Ｚ会グループの強み
・教材作成のノウハウ・質の高さ
・各学年/各教科/各単元/各レベルの
モジュール化されたコンテンツを、
紙/デジタル教材/動画で保有。
・実証事業の実績×

SDGsを切り口とし、学習指導要領を最低限網羅
「（自分の創りたいものを）創る」ために

「知る」を個別最適化する教材・課題（お題）を開発

「知る」内容を精選化
（絶対量を減らす） + 「（自分の創りたいものを）創る」ために「知る」

（「知る」のその先・ゴールを変える）

「余白は自律を生み出す」



5 Z-KAI Group All rights reserved

本事業の背景と目的―この実証を通して実現したい新渡戸文化高等学校の学び

クロスカリキュラム（中心）
・毎週木曜、終日全教科の教師でチームティーチング
・フィールドワーク（博物館、美術館、農業、地方）
・教科を超えて未来や時流を学ぶ
・多様な大人との交流（ロールモデルの発見）
・「学びを社会につなげる」

「キーワード」に引っかかる。
例：「プラゴミ削減」

教師とのコミュニケーション
・引っかかった「キーワード」を相談
・生徒自身でも既習事項との
結びつきを振り返り

参照すべき教科内容を発見
例：「プラスチックは化学基礎につながるね」

該当する要点にあたり、
お題に取り組む
・要点まとめを読んで/見て理解
・学んだことをアウトプット
・教科書も補助教材に

スライド1枚で説明
例：「プラスチックは人工的な有機化
合物だから分解しにくいんだ」

本実証の領域

教師による評価・FB
・習得と評価できれば、
該当項目は既習となる。
（グレーアウトされる。）
・年間で指導要領を網羅。

学んだことをいかし、再び探究へ

進路を考え、
プロジェクトの一つとして
「受験への挑戦」も
※エッセンシャルミニマムを超えた
受験対策教材の使用も。

スピンアウト スピンアウト
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事業の概要―対象教科/生徒/領域

教材：
SDGsに関連する10個の社会課題と、
それに関連するエッセンシャルミニマムな
4科目の内容を精選。
（Ｚ会グループの『高校新演習』を抽出）
→この10個のテーマを探究すれば
科目の学習指導要領をカバーできる
→「知る」の精選化

課題（お題）：
「知る」の習得を「問題を解ける」ではなく、
「『創る』にいかせる」で評価
具体的には、
・理解したことをスライド1枚で表現せよ
・エッセンシャルな問いへ動画で答えよ
・要点を周期表/年表を使って説明せよ
など。（ICTの活用を意識）
→「創る」ために「知る」への最適化

対象教科：
高校理科（生物基礎・化学基礎）
高校社会（世界史A・日本史A）
の4科目

対象生徒：
新渡戸文化高等学校の
高校1年生49名（全員iPad所有）

生徒の変容のゴールイメージ
・「知る」に費やす時間が少なくなる。
・「（自分の創りたいものを）創る」ために
「（自分の知りたいものを）知る」に個別最適化する。
→探究（クロスカリキュラム）と教科学習がシームレスに
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事業の概要（実施体制）

＜実証校＞ 新渡戸文化高等学校 1年生49名 教員の皆様

事業受託者：Ｚ会＜事務局＞
エデュケーショナルネットワーク

＜教材開発協力＞

経済産業省様

実証事務局：BCG様

Ｚ会グループ事業報告・連絡・相談

教材の共同開発
実践のサポート

教材開発・評価についての
監修・アドバイス

教育コーチ：鍋田修身先生

アドバイザー：乾武司先生
（近畿大学附属高等学校）

教育コーチとして委嘱
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事業の概要（実施プロセス/スケジュール）

・新渡戸文化学園で継続的に使用可能、かつ他校にも展開可能な、
学習指導要領のエッセンシャルミニマムの要点まとめ教材と課題（お題）を開発。
・教材と課題（お題）で、生徒の「知る」時間が短縮、「創る」に最適化され深まる。

新渡戸文化学園
①学習指導要領から網羅すべき、
最低限の単元・キーワードを精選

④クロスカリキュラムとのつながりの中で
実際に教材と課題（お題）を使用

Ｚ会グループ
②該当部分の要点まとめ（エッセンシャル
ミニマム）を開発/再構成

③【共同/協働】
単元・キーワードの習得を評価する「お題」の作成
→ICT（iPad）を生かしたものを想定

⑤【共同/協働】
伴走し、課題（お題）や要点まとめをブラッシュアップ

2020.10
～2021.1

～2020.10

2020.10
～2021.1

2020.11
～2021.2 2020.12

～2021.2
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実施内容：開発した教材

ICTを用いて
探究的に取り組む
「お題」

探究のテーマと、
関連するSDGs

テーマと関連した
教科内容の
学習指導要領の
エッセンシャルミニマム

テーマ、教科内容、お題
が受験に結びついてい
るかの参照
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本事業で得られた成果

次のスライドより
１．「エッセンシャルミニマム」としての学習指導要領の網羅性
２．本実証で開発した教材の内容や使い方
３．生徒の変容・コメント/先生のお声
４．学校×民間企業のコラボレーションによるサービス開発

の4つの観点で成果を整理
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本事業で得られた成果

１．「エッセンシャルミニマム」※としての学習指導要領の網羅性
学習指導要領コードをもとに網羅率を検証
※エッセンシャルミニマム：実証校が考える「学習指導要領の本質部分を抽出した内容」

本教材に取り組むことで、SDGsを入り口に、
学習指導要領の多くの項目に触れることができることが実証された

本実証ではSDGs17テーマのうち各科目10テーマで教材開発

各科目17テーマで教材を追加開発することにより、より高い網羅率が可能
※実際に指導要領コードをもとにすると8割以上の項目に触れることができた

※一方で、学習指導要領の項目の中でも、SDGsと結びつけやすい項目に偏りがあることも明らかに
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本事業で得られた成果

２．本実証で開発した教材の内容や使い方

＜パターン1> 該当教科/単元の授業1コマで使い、
成果物を後日、課題として提出する方式

「生物基礎」「化学基礎」「世界史」「日本史」の
各教科の該当単元の授業の冒頭で「お題」を示し、
授業中に取り組み方を伝えた上で少し着手、足りない作業時間は
「課題」として期限設定し、後日提出してもらう。
教職員の負担少なく、遠隔授業でも適用しやすい方式。

＜パターン２> 複数回の授業内完結で使う方式

特定単元内容のコマ２〜３回分を使い、この「お題」に
授業時間内だけで取り組む。限られた時間で定められた
アウトプットを出すため、ICT活用や仲間との協働など
一定の見通しや計画が必要となる。学校内での実施が原則だが、
工夫次第で遠隔授業でも実施可能。

教材の使い方（例）教材の内容

中核となる教材は、1つの
SDGsを起点に複数教科の
「ICTを活用して解く”お題”」
お題を解く中で、自然と
指導要領の重要知識が学べる

＜パターン３> 好きなお題を生徒が選んで挑戦する方式

総合・探究などの時間に好適な方式。生徒自身が関心のある
SDGsの番号、教科、設問内容から自分でテーマを選択し、その内
容について課題に取り組んでいく方式。

実証校はこのパターンで実施。次項に詳細を記載。
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本事業で得られた成果

２．本実証で開発した教材の内容や使い方

実証校における具体的な利用シーン

＜パターン３> 好きなお題を生徒が選んで挑戦する方式

総合・探究などの時間に好適な方式。生徒自身が関心のあるSDGs
の番号、教科、設問内容から自分でテーマを選択し、その内容に
ついて課題に取り組んでいく方式。

今回開発した教材には

・生物基礎／化学基礎／日本史A／世界史Aの4科目
・17のSDGsのテーマに対し40題の「お題」
・ポスター制作／スライド／文書／ビデオなど
「お題」のアウトプット形式が様々
・個人課題／グループ課題が混在
・歴史のなかに理科要素があったり、理科の中に
社会の要素があったりと、教科横断要素が多い
・原則として「一人１台」のICT機器を駆使しないと
課題を解くことができない

といった特徴がある

実証校では以下の環境があった
・一人1台のiPadと個々人のGoogleアカウントを保有
・木曜の「クロスカリキュラム」で教科横断の学びを定期的に実施
・カリキュラムとSDGsの紐付けが行われている
・少人数学級により個々人の学習に対するフォローが手厚い

そのため、以下のような授業の中で教材を試用することができた

１）「クロスカリキュラム」の時間の一部を使い、当時のカリキュラムで
比較的直近に学習していたSDGsの12／13のテーマに該当する8題から
各生徒が好きな「お題」を選び、成果物をGoogle Driveに提出

２）中学入試に伴う「家庭学習日」において、ほぼ開発が完了したSDGsの
1〜17の各項目から好きなテーマ・教科・お題を自由に選び、成果物を
Google Driveに提出

ただ、２）では「グループで取り組む課題」を実施しづらいという課題も

→一方で複数人で分担すべき課題を1人で全部揃えてまとめた生徒も居た
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本事業で得られた成果

２．本実証で開発した教材の内容や使い方―実証校での成果物例
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本事業で得られた成果

３．生徒の変容・コメント/先生のお声
生徒の変容/コメントについて⇒教材への取り組み後の生徒へのヒアリングを実施

社会課題（SDGs）を自身の関心や教科の学びと結びつけることを経験

生徒A
「差別」という自身が気になっていたテーマであ
り、意欲を持って取り組めた。
今も人身売買があることに驚いた。

生徒B
・自分の将来の進路に関連のあるSDGsを選ん
で取り組めた。
授業の中で学んで知ってはいたものの自分で
さらに深められてよかった。
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本事業で得られた成果

３．生徒の変容・コメント/先生のお声
教材に関する生徒のコメントについて⇒アンケート/ヒアリングより

良かった点 改善点

興味のある分野か（難易度的に）取り組めそうかなど
複数の課題から自分で選べるのがよかった

グループで取り組む課題か、
個人で取り組む課題かを見分けられるようにしてほしい

学んだことをポスターやスライドで表現するのが楽しい アウトプットの見本があるとイメージしやすかった

自分の将来の進路にも関わる社会課題を選び、
それを深められてよかった

問題文が長いので最終的に何をするべきかわかりやすくしてほしい

いい感じに仕上がると達成感があった 調べようと思ったことについて教科書では詳しい部分がなく、ネットだと情報が
溢れていてどれが正しいかわからなかった

アウトプットに指定/制限があってやりやすかった もう少し課題の量があるとよい/少ないほうがよい
（両方の意見あり）

「自分の関心に基づいて学ぶ内容を選択できる」
「『お題』に取り組み表現する」

という点について、ポジティブな声が多かった。

一方で、「お題」に取り組むという新たな学び方については
戸惑いの声もあり、指導上の工夫が必要
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本事業で得られた成果

３．生徒の変容・コメント/先生のお声
教材に関する先生のコメントについて⇒アンケート/ヒアリングより

良かった点 改善点

「お題」の設定が，ＳＤＧｓ課題（ゴール）と紐づいていていることで，生徒の動機
付け・課題の自分ごと化につながる

学習指導要領で、どの分野が終了したかを見える化して、学習分野の終了が
見える化できるといい

社会課題から各教科の学習に向かっていけるデザインであり、取り組む科目を
選択できる

あきらかにインプットが足りないことによる，認識不足がお題の意図からずれて
いる点があったので，ある程度の事前のインプットも必要だったかもしれない

どの教科を選ぶか、そして、教科の中でもどの課題に取り組むか、生徒が「選
ぶ」ことから始まる作りが素晴らしい

教科書よりもネットでの検索が多くなったこと。教科書を使ってキーワードを確認
しよう！みたいな部分があっても良かった

課題がとてもユニークであることや、学習指導要領をカバーしている デバイスから検索できるようになると、良い

「SDGsと各教科の学習への紐づき」
「生徒が主体的に『選び』取り組む」

という点について、ポジティブな声が多かった。

検索性や学習した分野の可視化等のEdTech要素の深化
教材の活用方法/位置づけについて改善の余地あり
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本事業で得られた成果

４．学校×民間企業のコラボレーションによるサービス開発

本実証では、学校（新渡戸文化学園）の教育目標・ニーズにもとづき、
民間事業者（Ｚ会グループ）のノウハウをいかし、

サービス（教材）を新規に共同開発したことが一つの特徴。

民間事業者にとっては、
・具体的な利用用途や利用シーンをイメージしながら
開発できる
・素早くユーザー（教師/生徒）からのフィードバック
がもらえる
という利点

学校にとっては、
・教育目標の実現のために最適な教材を生徒に提供できる
・教材開発といった取り組み（新しい教材を使用する）の中で、
生徒の新たな姿を発見できる
・学校内でも教員同士、教科や学年を超えた協働ができる
という利点

双方の利点を生かし、有意義なサービス（教材）の開発が可能に

共同開発の過程で、学校のニーズに寄り添いつつ、
一学校に特化しすぎないことを双方が意識することで、

結果的に汎用的な教材が誕生
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まとめ・今後に向けた示唆

・エッセンシャルミニマムな教材の開発
探究的な学びの中でも学習指導要領の内容を学ぶことは一定程度可能
⇒むしろ自身の興味・関心を出発点とすることで、目的を持って教科の学びに取り組むことができる

・開発した教材の使い方
様々な場面・パターンで、各学習者の興味・関心から学ぶことが可能
⇒生徒が学び方・学ぶ内容・アウトプットを「選べる」ことでより主体的な学びができる

・学校×民間事業者のサービス開発
学校と民間事業者がそれぞれの強みを生かすことで、双方にメリットをつくることが可能
⇒学校のみ・事業者のみでは気づくことができない視点を得、サービス（教材）開発ができる
ただし学校の教育目標・ニーズを正確にとらえつつ、一学校特化に終わらない、学校のニーズを発展させたソリュー
ションへの意識が必要

・生徒の声をフィードバック
共同開発することで率直に素早い意見をもらうことが可能
⇒生徒の声を反映させたサービス（教材）開発ができる
ただし学校側で日頃から生徒と対話やフィードバックをもらう関係性・習慣が重要
生徒と学校との信頼関係により、事業者側も率直なフィードバックを受けることができる




